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高専から図書館へ：地域に広がる多読の輪 
豊田高専　西澤一 

英語嫌い、苦手意識克服には早期の効果を期待できる多読ですが、留学（英語圏に
10ヶ月）に匹敵する英語力の向上や、アウトプットへの波及効果を得るまでには、通常
５年以上の長期継続が必要です。単独のプログラムでの継続が難しい場合は、生涯学習
も視野に入れながら、他機関との連携も考慮する必要がありましょう。 
多読を生涯学習として継続しようと考えると、地域の図書館が果たす役割が重要になり
ます。例えば、図書館への多読用のやさしい英文図書の導入が盛んな東海地方では、公
立図書館が多読用図書を揃えるだけでなく、英文レベルや語数等、多読に必要な情報を
提供し、読み方講座を開催する等で利用者の多読入門を助けています。また、一部の館
では「多読クラブ」等と称される、利用者の相互交流の場を設けており、長期継続者
を増やしています。本報告では、利用者アンケート等から分かった長期継続の必要性を
述べるとともに、主として、東海地方と大阪府の図書館多読の普及状況、取り組みを紹
介します。 
 
１　長期継続の必要性 
週１回の多読授業を実践する豊田高専で
は、多読授業７年目の専攻科学生のTOEIC
平均点（2014～2018年度：16名）が627点
に達し（右図）[1]、英語圏留学経験者
（10ヶ月：88名）の平均点：606点を超え
ました。また、5年継続者と7年継続者を比
較したところ、累積読書量が同じ場合は、7
年継続者の方がTOEIC平均点が高いことも
分かり、長期継続多読の意義を確認してい
ます。 

社会人でも継続５年以上で「英語で話す・使
う」のに多読の効果を感じたとのアンケー
ト結果があり（左図）[2]、多読で顕著な効
果を得るには、長期継続が一つのキーであ
ることが分かります。 
しかしながら、通常の教育機関が単独で5年
以上の長期継続多読プログラムを組むこと
は容易でなく、効果を顕在化させるには、
小中、中高、高大連携の多読プログラム
や、生涯学習への接続等の工夫が求められ
ます。 

一方、地域の図書館に多読用の図書が整備され、図書館利用者が相互に支援し合う利
用者の交流の場があれば、幅広い年齢層の人々が生涯学習として多読に取り組むことが
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できるようになります。また、地域の社会人で多読への理解者が増えると、多読授業は
やりやすくなり、多読による地域の学校と図書館との連携も期待できます。 
 
２　東海地方の図書館多読 
2004～2005年に多読用図書を整備した小牧
＆蒲郡市立図書館を皮切りに、東海４県では
約40館の公立図書館が多読用図書を導入して
います（右図）。当初は学習参考書等と同一
視されて導入が難しかった時期もありました
が、地域住民のニーズがあれば導入する方向
に変化してきています。 
多読用図書を導入した図書館では、その多く
が、（英語和訳とは異なる）多読の読み方と
多読用の入門図書（絵本）を紹介する入門講座を定期的に開催しており、英文和訳では
ない多読の読み方を知る利用者が、少しずつ増えているようです。 
また、利用者支援のための交流会を開く館も徐々に増えつつあります。2019年7月に実
施した第2回東海地区・図書館多読クラブ交流会には、東海４県から8つの交流会メン
バーが集まり、各交流会の活動報告と情報交換を行いました[2]。交流会間の情報交換
も盛んになってきています。 

３　豊田高専図書館（愛知県）の多読支援 
豊田高専図書館では、３つの方法で地域の社会人学習者を支援しています。 
１）英語多読体験会（年２回） 
広報とよたの広告で関心を持った人が毎回10～20人参加しています。絵本から始め
る多読の読み方、図書館を利用した多読の始め方を解説後、実際に入門用絵本
（ORT）の読書体験をしてもらっています。 

２）英文多読公開授業（春、秋各12週、有料） 
公開講座や体験会で多読を始めたいと思った初心者を主対象に、図書館で行われる
多読授業を学生と一緒に多読授業を受講してもらっており、複数期受講するリピー
ターも少なくありません。地域の方々に学校の雰囲気を知ってもらう良い機会に
なっているとともに、社会人が参加することで、学生も多読の意義を再認識するよ
うです。 

３）豊田多読クラブ月例会（年8～12回） 
2008年に開始、2016年からは豊田市中央図書館と連携し、高専図書館が土曜閉館と
なる長期休暇中も継続、2019年11月に第106回月例会を開催しました。公開講座、
体験会、公開授業で多読に入門した社会人を中心に、十数名が一同に会して交流す
る場となっています。2014年6月からは、日本語で行う情報・体験交換に加えて、相
互に英語で図書紹介する3分間ブックトークも始めました。2019年8月のERWC5@
台中に、多読クラブのメンバー2名が参加しポスター発表を行う等、多読の成果を発
揮するメンバーも出てきています。 
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４　多治見市図書館（岐阜県）の利用者支援 
多治見市図書館では、2014年9月に利用者の語学学習をサポートする目的で多読図書を
導入し、同年10月に利用者の交流の場としてたじみ多読を楽しむ会（以下「T.T.T.」と
略称）を設立しました。当初多読図書の利用回数とT.T.T.の活動については未知数でし
たが、多読図書の館外貸出数は年間2万冊を超え、T.T.T.の活動は月2回開催する多読ク
ラブ、そして月1回の読書会を開催する活動へと発展し、図書館の想像を超えるものに
なっています。メンバー提案による企画（メガネチャレンジ、帯の留学プロジェクト
等）も行われています。2020年3月には、多治見、豊田、蒲郡の３クラブが第111回の
例会を迎えるため、合同の記念行事を計画しています。 

５　岐阜県図書館の学校連携 
2017年2月、海外情報コーナーに多読用図書を配備したのに先立ち、学校向け貸出の
セット文庫に多読用セットを加え、県内の学校との連携をすすめています（その後、大
阪府立、京都府立図書館も同様に、学校向け団体貸出に多読用セットを追加していま
す）。担当教員の転勤により、指導者と多読用図書が離れ離れになってしまう公立学校
の多読指導の問題点を一部解決できる可能性のある取り組みとして注目しています。
セット文庫を活用した多読指導実践例は、まだ少ないですが、このしくみを契機に多読
を知る英語教員が増えてきています。 
岐阜県図書館は、2020年11月8日に第7回シンポジウム「図書館多読への招待」を開催
予定です [4]。 

６　大阪府の図書館多読 
大阪府では、近年複数の図書館がORT(Oxford Reading Treeシリーズ)を導入していま
したが、このシリーズを入門として本格的に多読を始める利用者を想定しておらず、多
読用図書が体系的に整備されているとは言えませんでした。 
ところが、河内長野市立図書館が、多治見市図書館からの情報提供を受けて本格的に
多読用図書を整備する等、2018年度頃より図書館多読の機運が急激に高まりつつあり
ます。2019年8月には、大阪府立中央図書館が府内の図書館司書、職員および学校図書
館関係者を対象とする研修「英語多読のすすめ」が実施されており、同年9月には南部
の4館が市民向けの英語多読入門講座を開催しています。 

７　図書館多読の課題 
　図書館多読の普及には、下記３つの要素が必要です 
１）体系的な多読用図書の整備 
従来、図書館に所蔵されていた英文図書には、多読入門用の絵本、英語圏小学生低学年
用 の児童書、外国人学習者向けの読本(Graded Readers)がなく、図書館の蔵書で多読
を始めることは易しくありませんでした。特に入門用絵本の価値はよく認識されておら
ず、多読授業を実践する大学の附属図書館にも導入されていないケースが散見されまし
た。他方、入門用絵本だけを導入しても、その次に利用者が読める本がなければ、多読
を継続できません。多読に適した図書を体系的に整える必要があります。 
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２）利用者への導入教育と図書情報の提供 
英文和訳を避け、英文から直接内容を理解することを目指す英語多読で、無理なく内容
を理解するためには、極めてやさしい英文図書から読み始めることが必要ですが、この
やさしい英文は英文和訳に慣れてきた利用者には物足りないと感じられるようで、書架
に並べるだけではなかなか利用されません。放置すると、より手応えのある図書から始
めた結果英文和訳のクセが抜けず、たくさん読んでいる割には読めないと悩む利用者が
増え、多読用図書の利用が低迷する原因にもなります。これを防ぎ多読用図書を適切に
利用してもらうには、多読の必要性、英語講読との違い、英文を読めるようになるしく
みを含め、利用者に多読の読み方を理解してもらう導入教育が必要です。 
また、利用者が各自に適した図書を手軽に選べるよう、各図書の英文レベル、テキスト
長、ジャンル等、選書用情報を提供することも有益です。多読用図書導入館では、例え
ば、各図書の裏表紙 に選書用情報を表示するシールを貼ったり、シリーズ毎に選書用
情報を集めた図書リストを準備し、これをホームページ場で公開する等の工夫をしてい
ます。 
３）利用者の継続を支援 
多読用図書体系が整備され、読み方と選書情報が提供されるようになった図書館の多
読用図書が、さらに活発に利用されるようになるためには、利用者のコミュニティが重
要な役割を果たします。初心者がベテラン利用者をロールモデルとし、利用者相互に図
書情報と体験交換がなされ、利用者の相互支援が長期継続を助け、多読の効果を実感で
きる利用者が増えるのです。 
いずれも、従来の図書館司書の知識、経験の範囲を超えており、図書館外からの支援を
必要としています。 

８　図書館多読の展望 
　上記図書館多読の要素を満たした図書館は、英語多読を通じた生涯学習の拠点とな
ります。例えば、団塊の世代と呼ばれる６０～７０代のシニア層は元気な人も多く、知
的な趣味として原書を読みたいと考えている人も少なくありません。この方々が図書館
多読で力をつけた地域の大人が、こども達の多読を支援するのです。豊富な多読用図書
を所蔵する地域の図書館を基地に、シニアからこどもまで幅広い世代の住民が、英語多
読を通じて交流できるでしょう。 
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